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Magnetic Resonance Imaging （MRI）は，人体からの信号の読み取りに一定の時間がかかるた

































(ア) 回転角度依存性の検証：PROPELLER法撮像中に，回転盤を 0度からα度に 1回回転させた
ときの動き補正画像を取得した（αを変えて計 13回撮像）。動かすタイミングは 9番目の repetition 
time （TR）内の不活時間とした。そして静止画像（回転角度 0度）と各回転画像の相関係数を算
出している。 







ファントムの成形に要した時間は約 6時間であった。ヒト T2WIとファントム T2WIは視覚的に
酷似し，2画像の信号強度の相関係数は高い値[=0.955 (p< .001)]を示した。 
（２） 駆動システム 




きくなるにつれてわずかに減少していった (1.000 → 0.957)。 
(イ) 回転頻度依存性の検証：各回転頻度（0-18回）の相関係数は回転頻度βが増えるにつれて徐々






















 著者が開発したヒト頭部 MRIと同じコントラストと形状を示すことができる新しい MRIファントムは、
断層画像のアーチファクトである部分容積効果を逆手に取ったものでその発想が斬新であるとともに、
その作成に三次元ラピッドプロトタイピング技術を用いたことも新奇性に富む。このファントムの作成
原理は、PROPELLER 法の動き補正機能の更なる改良のためのみならず、他の MR 撮像シークエンスや CT
にも応用が可能な技術であり、医用画像の新たな画質評価法に発展するものである。 
平成 29年 1月 10日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
